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高知医療センター

離
業
調
契
約
会
社
が
提
案

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

（高
知
市
池
）
の
経
営
危
機
問
題
で
、
病
院
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
を
受
託
す
る
特
定
目
的
会
社

（Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
が
県

・
高
知
市
病
院
企
業
団

に
対
し
Ｐ
Ｐ
Ｉ
契
約
終
了
に
向
け
た
協
議
を
提
案
し
、
企
業
団
も
同
意
し
た

こ
と
が
‐５
日
分
か
っ
た
。
両
者
は
今
香
か
ら
運
営
体
制
の
見
直
し
協
議
に
入

っ
て
い
た
が
、
今
後
は
協
議
の
軸
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
契
約
そ
の
も
の
の
終
了
に
据
え

る
。
全
国
初
の
導
入
例
と
な
っ
た
病
院
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
開
院
５
年
目
で
終
止
符

が
打
た
れ
る
公
算
が
強
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
笠
原
敏
治
）

関
係
者
ら
に
よ
る
と
、

６
月
８
国
の
見
直
し
協
議

で
Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
が
提
案
。
企

業
団
は

「現
行
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は

自
分
た
ち
が
事
業
を
実
施

す
る
よ
リ
コ
ス
ト
高
に
な

っ
て
い
る
」
と
主
張
し
て

き
て
お
り
、
契
約
解
消
が

経
営
改
善
に
つ
な
が
る
と

判
断
し
て
応
話
し
た
も
よ

う
だ
。
‐６
日
の
企
業
団
議

会
臨
時
会
で
方
針
を
示
す

経
営
危
機
に
直
面
す
る
高

知
医
療
セ
ン
タ
ー
。
施
設

の
維
持
管
理
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で

民
間
に

一
括
委
託
し
て
い

る

（高
知
市
池
）

見
通
し
「

こ
れ
ま
で
病
院
企
業
団

議
会
な
ど
か
ら
契
約
解
消

を
求
め
る
意
見
が
出
て
い

た
ほ
か
、
企
業
団
も

「現

状
の
ま
ま
で
は
契
約
を
続

け
る
の
は
難
し
い
」
と
の

Ｑ

審
鹸
欝
■

病
院
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
　
医
療

行
為
は
公
共
の
病
院
企
業
団

が
行
い
、そ
れ
以
外
の
医
事
、

材
料
調
達
業
務
な
ど
は
民
間

の
特
定
目
的
会
社
（Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

に
包
括
委
託
す
る
。
公
共
側

に
は
長
期

。
一
括
発
注
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
が
メ
リ
ッ
ト

と
さ
れ
る
。
県
、
高
知
市
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

（提
案
）
方

式
の
審
査
で
、
オ
リ
ッ
ク
ス

を
代
表
企
業
と
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｃ

と
契
約
。
契
約
期
間
３０
年
間

で
事
業
一筆
前
費
計
２
３
０
０

億
円
余
り
。
官
直
営
よ
り
施

設
整
備
費
を
含
め
７

・
１４
％

（約
岬
億
円
）
の
財
政
縮
減

効
果
を
想
定
し
て
い
た
。

見
解
を
示
し
て
い
た
が
、

企
業
団
と
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
正
式

に
議
題
に
す
る
の
は
初
め

て
。
た
だ
、
実
際
に
経
営

改
善
に
つ
な
が
る
か
は
未

知
数
の
部
分
も
あ
り
、
契

約
解
消
に
伴
う
医
療
現
場

と
の
調
整
な
ど
も
課
題
と

な
り
そ
う
だ

。

２
０
０
５
年
開
院
の
医

療
セ
ン
タ
ー
は
０８
年
度
末

で
約
７
億
６
千
万
円
の
資

金
不
足
に
陥
る
な
ど
経
営

難
が
深
刻
化
。
収
支
改
善

策
の
早
期
実
行

に
迫
ら
れ

て
い
る
企
業
団
は
、
見
直

し
協
議
の
期
限
を
今
秋
と

し
て
き
て
お
り
い
両
者
は

通
し
。

県
と
高
知
市
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
よ

っ
て
、
直
営
の
場
合

に
比
べ
運
営
費
で
約
ｍ
億

円

（３０
年
合
計
）
の
結
減

吻
標
晩
期
幾
』
額
酌
難
力

一

る
材
料
費
比
率
が
Ｓ
Ｐ
Ｃ

提
案
の
２３

・
４
％
を
大
幅

に
上
回

っ
て
推
移
。
企
業

団
は
昨
年
１１
月
に
Ｓ
Ｐ
Ｃ

に
約
６
億
円
の
経
費
削
減

を
要
請

（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
拒

否
）
し
、
今
年
■
月
に
は


